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寒地系 =ン ニ クの発芽促進に関す る研究
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ま  え  力ヽ  き

宮城県のニンニク栽培面積の約∞ %は ,県外から導

入 した種球 を用いているが,県外産の種球は,導入 2

年目か ら発芽不撤になる。ニンニタの発芽不揃は年内

の生育量 を不十分に し,本県におけるニンニタの多収

裁培阻害の 1要 因にな っている。

このため,県外産 ニンニタの発芽不揃を解消 し,多

収を得るため,昭和50年 度に低温処理の効果について

検討 したのでその結果を報告する。

1 供試種球 福地種 (青森県から昭和49年度導

入 )を 6月 26日 に掘 り取 り,自 然条件で貯蔵 した種球

を用いた。

2 低温処理 木屋式の低温恒温機を使用 し,植

付前,5℃ で 2週間処理 した。

5 供試条件

処 理 有 無 植 付 時 期

低 温 処 理 9月 26日

10月 4日
10月 15日無  処 理

4 耕種概要

1)植 付 リン片重  7～ 10′

2)栽植様式  畦幅90",菊場15“ 5条,株間 15m

3)施 llE量 (a当 りり )N20(基 肥15)P15,K20,

堆 1巴 る00,石 灰 150

5 1区 面積な らびに区制  1区 ζ2″,2区制

試  験  結  果

' 
低温処理の発芽 に及ぼす影響

発芽は図 1の とお りで,発芽始までは低温処理区が

無処理区に対 し,9月 2`日 植で 10日 ,10月 4日 ,10月
15日 植で 6日 短縮 された。発芽始か ら発芽揃までは ,

9月 26日 ,10月 4日 植で無処理区は30日 ,低温処理 区

は約 7日 かか った。 10月 15日 植の無処理区は,12月 末

でも発芽揃にな らず,低 温 lll理 区は26日 で発芽揃にな

った。

すなわち,低温処理は各植付期で発芽促進 と斉一化

が顕著に認められ,発芽促進 と斉―のための効果は ,

植付期では, 9月 26日 ,10月 4日 植区で高 く,10月 15

日植区で低か った。なお,処理種子別では, リン片処

理 と球処理 区の間に差がなか った。

X発芽始 △ 発芽期 ○ 発芽前

図 1 低温処理の発芽に及ぼす影響

2 低温処理の生育に及ぼす影響

生育は表 1な らびに図 2の とお りで,低温処理区と

無処理区では
'月

26日 ,10月 4日 ,10月 15日 植区で,

各形質とも低温処理区が著 しくまさった。

低温処理による生育の増加程度を植付期別でみると,

各形質 とも 9月 26日 植で無処理区との差が大 きく,lo
月 4日 植,10月 15日 植 と植付期が遅いと無処理区との

差 が小さくなった。また,調査時期別では,生育初期

の12月 10日 調査で,低温処理区は無処理区 との生育差

が大きいが,生育後期の 5月 18日 調査では,12月 10日

な らびに4月 8日 調査時 よりも無処理区との差が小 さ

くなった。特に植付期の早い 9月 26日 植でこの傾向が

顕著であ った。

処理種子別では,生育は全般に球処理がよいが,特
に有意 といえるほ どの差ではなか った。

3 低温処理 と収量 との関係

収量は表 2に 示すように,地 上部の生育 と同様に低

温処理区がまさり,低温処理区の収量は,植付期帰1で

は,10月 4日 ,9月 26日 ,10月 15日 の順に多収 となった。

無処理に対する収量は, lo月 4日 植力
'58%, 9月

26

日植が22%,10月 15日 植が18%増で,10月 4日 植が最

も増収率が高か った。

また,球の大きさについてみると,大球(L球 以上)

の割合は,低温処理区で, しかも植付期の早い区ほど
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多く,反対に小球は少なかった。

処理種子別では,収量は全般的に球処理が リン片処

理 より高い傾向にあるが,そ の差は僅少であ った。

表 1 生育調査

なお,低温処理区の成熱期は,9月 26日 植,10月 4日

植が無処理区より約 1週間早まった。

区 名 草   丈 (m) 葉   数 (枚 ) 茎の太さ(姉 )

時  期 処 理 婦1 114 5 18 114 12 10 5 18 5 48
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図 2 低温 処理の生育 に及ぼす影響

表 収量調査

ま  と  め

寒地系ニンニタ種球の低温処理は,植付後の発芽促

進 と斉一化のための効果が高 く,無処理でみられた発

芽不揃は,低温処理区ではほとんどなかった。このこ

とは,ニ ンニク種球は,低温処理によって休眠打破 と

発芽を誘発する条件 をつくるため と考えられた。

その結果,発 芽の促進 と斉一化の効果が高い低温処

理は,生育の促進 と増加が高 く,収量は,無処理区よ

り著 しく多収 とな った。低温処理による増収効果は ,

処理種子間では差がなか ったが, しかし,そ の効果は

植付期で異な り, ,月 26日 植では生育が最 もまさった

にもかかわ らず,収量は10月 4日 植よ り高 くなく,生
育 と収量 との閲係が一致 しなか った。 9月 26日 植の低

温処理区の収穫球は,他 の低温処理区よりもリン片な

らびに球の保護葉が厚い等,形 態上の特徴がみられた

ので,今 後,柏付期 との関係から,低温処理によるこ

ンニタの生育や形態に及ぼす影響について検討を要す

ると考える。
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